
　

 市政推進の基本的な考え方

　
市
政
執
行
方
針
か
ら

　
こ
の
た
び
の
選
挙
で
新
名
寄
市
の
第
二
代
市
長
と
し
て
市
政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
市
民
と
の
対
話
を
積
極
的
に
行
い
、
多
種
多
様
な
考
え
の
調
和
を
図
り
、
広
く

市
民
の
意
思
を
市
政
に
反
映
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
、
名
寄
市
は
大
き
な
変
革
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
我
が
国
が
人
口
減
少
社
会
を

迎
え
る
中
で
、
地
方
に
お
い
て
は
少
子
・
高
齢
化
と
過
疎
化
が
急
速
に
進
行
し
、
国
の
三

位
一
体
改
革
等
の
構
造
改
革
に
よ
る
国
庫
補
助
金
の
見
直
し
や
交
付
税
の
削
減
は
、
地
方

自
治
体
の
財
政
基
盤
を
根
底
か
ら
揺
る
が
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
世
界
同
時
不
況
に
よ

る
景
気
の
後
退
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
、
個
人
消
費
の
落
ち
込
み
な
ど
、
未
だ
先
行
き
が
不

透
明
な
社
会
経
済
情
勢
は
、
地
域
の
厳
し
さ
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
昨
年
の
政
権
交
代
に
伴
い
、
国
の
諸
制
度
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
地
方
に
お
い
て
も
、
地
域
裁
量
が
大
き
い
「
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
」
が
創
設

さ
れ
、
ま
た
、
「
国
と
地
方
の
協
議
の
場
の
設
置
法
案
」
が
今
国
会
で
審
議
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
主
権
の
確
立
に
向
け
た
動
き
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
自
治
体
は
、
さ
ら
に

高
い
自
主
性
と
自
立
性
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
こ
の
よ
う
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
十
年
先
、
二
十
年
先
を
見
据
え
、
百
年
の
歴
史

の
歩
み
の
中
で
培
わ
れ
た
地
域
が
持
っ
て
い
る
力
、
市
民
が
持
っ
て
い
る
力
、
各
界
各
層

の
あ
ら
ゆ
る
力
を
結
集
し
て
、
現
状
の
厳
し
さ
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
市
民
の
皆
さ
ま
か

ら
愛
さ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
施
策
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
「
市
民
が
主
役
（
お
客
様
）
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
信
条

と
し
、
民
間
（
民
間
会
社 

名
寄
市
）
の
視
点
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
市
民
と
行
政
と
の
協

働
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
行
財
政
改
革
の
推
進
に
よ
る
健
全
な
財
政
運
営
の
下
に
、
総

合
計
画
に
基
づ
く
施
策
・
事
業
の
着
実
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■市政執行方針と政策予算など

平成22年度第２回名寄市議会定例会において、加藤市長が平成22年度の市政運営

の方針と補正予算について、藤原忠教育長が教育行政運営の方針を述べました。

と
　
き

市
民
と
行
政
と
の
協
働

　
こ
こ
に
市
政
推
進
の
基
本
的
な
考
え
方
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　
一
点
目
は
、
「
市
民
と
行
政
と
の
協
働
」

に
つ
い
て
で
す
。

　
市
民
自
治
を
基
本
と
し
た
豊
か
な
地
域
づ

く
り
に
向
け
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報

の
積
極
的
か
つ
速
や
か
な
提
供
に
よ
る
情
報

の
共
有
と
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市
民
の
参
画

を
保
障
す
る
と
と
も
に
、
互
い
の
役
割
を
適

切
に
分
担
し
、
共
に
知
恵
を
出
し
、
汗
を
流

し
て
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

行
財
政
改
革
の
推
進

 

二
点
目
は
、
「
行
財
政
改
革
の
推
進
」
に

つ
い
て
で
す
。

　
ま
ち
づ
く
り
を
堅
実
か
つ
効
率
的
に
進
め

る
た
め
に
は
、
行
財
政
改
革
は
必
須
の
取
り

組
み
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

こ
の
間
、
組
織
・
機
構
の
ス
リ
ム
化
、
事

務
・
事
業
の
一
元
化
、
負
担
金
・
補
助
金
の

見
直
し
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
や
受
益
者
負

担
の
適
正
化
な
ど
、
市
民
へ
の
説
明
と
理
解

の
下
に
行
財
政
改
革
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
健
全
財
政
の
堅
持
お
よ
び

機
能
的
か
つ
効
率
的
な
市
役
所
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

 

と
　
き
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　基
幹
産
業
の
推
進

  

三
点
目
は
、
「
基
幹
産
業
の
推
進
」
に
つ
い
て

で
す
。

 

一
次
産
業
が
地
場
産
業
の
足
腰
で
あ
る
と
い
う

観
点
に
立
ち
、
稲
作
・
畑
作
・
酪
農
・
畜
産
等

が
バ
ラ
ン
ス
良
く
営
農
し
て
い
る
地
域
の
利
点

を
生
か
し
て
、
農
業
・
農
村
の
持
続
的
な
発
展

と
食
育
の
推
進
、
食
・
観
光
・
物
づ
く
り
の
連

携
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
名
寄
の
観
光
資
源
や
地
場
産
品
に
つ

い
て
は
、
私
自
身
が
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
マ
ン
と

し
て
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

築
か
れ
た
財
産
を
活
か
す

　
四
点
目
は
、
「
財
産
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　
豊
か
な
自
然
と
歴
史
や
風
土
が
育
ん
だ
文

化
・
知
恵
・
人
材
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
さ
ら
に

は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た
特
色
あ
る
施
設
、

生
活
・
産
業
を
支
え
る
施
設
な
ど
、
名
寄
に
は

多
く
の
財
産
（
地
域
の
力
）
が
築
か
れ
て
い
ま

す
。
　
道
立
サ
ン
ピ
ラ
ー
パ
ー
ク
や
新
天
文
台
き
た

す
ば
る
を
活
か
し
た
野
外
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
名
寄
市
立
総
合
病
院
の

充
実
や
名
寄
市
立
大
学
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

知
性
と
感
性
を
み
が
き
、

　
こ
こ
ろ
豊
か
な
人
と

　
　
薫
り
高
い
文
化
を
育
み
、

　
　
　
希
望
に
輝
く
ま
ち
づ
く
り

　　
新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
、
平
成
23
年
度
か

ら
小
学
校
で
平
成
24
年
度
か
ら
中
学
校
で
施
行

さ
れ
ま
す
。
名
寄
市
教
育
委
員
会
で
は
、
社
会

科
副
読
本
の
追
記
や
教
材
等
の
整
備
、
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
語
指
導
助
手
）
を
活
用
し
た
外
国
語
活

動
の
充
実
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
研
修

会
の
開
催
な
ど
、
完
全
実
施
に
向
け
た
教
育
環

境
の
整
備
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
は
、
全
校
が
参

加
し
て
去
る
４
月
20
日
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
の
結
果
を
基
に
、
子
ど
も
た
ち
の

学
力
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
運
動
や
家
庭

学
習
の
定
着
化
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
の
諸
活
動
に
係
る
点
検
評
価
に

つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
内
部
評

価
、
外
部
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て

公
表
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
４
月
に
は
、
な
よ
ろ
市
立
天
文
台
「
き

た
す
ば
る
」
と
ふ
う
れ
ん
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

「
風
っ
子
ホ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ま
や
子
ど
も
た
ち
に
大
き
な
夢
を

与
え
、
生
涯
学
習
の
拠
点
と
な
る
よ
う
し
っ
か

り
と
し
た
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
食
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
栄
養
教
諭
を
と
お

し
て
さ
ら
な
る
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
地
産
地
消
の
取
り
組
み
を

一
層
推
進
す
る
な
ど
安
全
で
安
心
な
学
校
給
食

の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
年
度
も
、
市
民
の
教
育
に
寄
せ
る
信
頼
と

期
待
に
応
え
る
た
め
に
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
　
　
　
　

　
　

教
育
行
政
執
行
方
針
か
ら

■市政執行方針と政策予算など
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平
成
22
年
度
の
名
寄
市
の
予
算
は
、
本
紙
４
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、４
月
に
市
長
選
挙
を
控
え
て
い
た
こ
と
か
ら
、１
年
間
の
行
政
活
動

経
費
を
全
て
経
常
す
る
通
年
予
算
で
は
な
く
、
骨
格
予
算
と
し
て
編
成
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
回
６
月
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
公
共
施
設
の
緊
急
修
繕
な
ど
の
臨
時

的
経
費
に
加
え
、
加
藤
市
長
の
公
約
を
含
め
た
政
策
的
な
予
算
を
提
案

し
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　  ７億132万2,000円

国民健康保険、老人保健事業、公設地方卸売市場の３特別会計

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  2,821万2,000円

合計補正額　　　　　　　　　　　　　　　　  ７億2,953万4,000円　　

　

一般会計補正後の予算総額　　　　　　　 　  193億8,102万9,000円

　　　　　　　　                          （対前年度比▲3.0％）

　

■市政執行方針と政策予算など

補
正
予
算
に
新
市
長
の

こ
の
ほ
か
次
の
事
業
な
ど
が

あ
り
ま
す

【
農
林
業
費
】

「
農
林
水
産
物
処
理
加
工
施
設

 

整
備
事
業
」

　
３
１
３
４
万
５
０
０
０
円

 

国
の
農
産
漁
村
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
交
付
金
を
活
用
し
て
加
工

施
設
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
用
地
確
定
測
量
、
実
施
設
計
な

ど
を
行
い
ま
す
。

　
本
体
工
事
は
、
23
年
度
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
と
畜
場
（
食
肉
セ
ン
タ

ー
）
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

指
定
管
理
者
で
あ
る
ニ
チ
ロ
畜
産
と

事
業
規
模
、
財
源
内
訳
な
ど
を
協
議

し
て
い
ま
す
。

【
商
工
費
】

「
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

 

整
備
事
業
」

　
１
億
９
０
５
１
万
５
０
０
０
円

　
国
の
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
（
社
会

資
本
整
備
総
合
交
付
金
）
を
活
用

し
、
複
合
交
通
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）

を
整
備
す
る
た
め
の
用
地
取
得
、
Ｊ

Ｒ
へ
の
補
償
料
な
ど
で
す
。

　
今
後
、
本
体
工
事
を
平
成
23
年
度

に
実
施
で
き
る
よ
う
商
工
会
議
所
な

ど
と
協
議
を
す
す
め
ま
す
。

【
商
工
費
】

「
あ
さ
ひ
か
わ
観
光
誘
致
宣
伝

 

協
議
会
負
担
金
」

「
北
海
道
観
光
振
興
機
構
負
担
金
」

　
合
計
で
２
１
万
円

  

そ
れ
ぞ
れ
の
協
議
会
に
新
た
に
加

入
し
、
観
光
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
特
に
「
あ
さ
ひ
か
わ
観
光
誘
致
宣

伝
協
議
会
」
は
旭
川
空
港
を
活
用
し

て
、
国
内
外
か
ら
観
光
客
を
誘
致
す

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
天
文
台
や
道
立
公
園
サ
ン
ピ
ラ
ー

パ
ー
ク
な
ど
の
施
設
を
利
用
し
、
上

川
北
部
地
域
へ
の
集
客
に
努
め
ま

す
。

【
教
育
費
】

「
市
立
大
学
内
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ

 

ア
強
化
」
お
よ
び
「
教
務
・
就

 

職
シ
ス
テ
ム
強
化
」

　
各
１
０
０
０
万
円

　
合
計
で
２
０
０
０
万
円

　
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

地
域
の
要
望
に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
大
学
運
営
に
努
め
ま
す
。

【
教
育
費
】

「
天
文
台
駐
車
場
整
備
事
業
」

　
１
０
０
０
万
円

　
天
文
台
の
北
側
を
簡
易
駐
車
場
と

し
て
整
備
す
る
も
の
で
、
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
夏
休
み
前
の
完
了
を
目
指

し
ま
す
。

 

　
こ
れ
ら
の
補
正
予
算
の
財
源
は
、

国
や
北
海
道
の
補
助
金
、
地
方
債
な

ど
を
活
用
し
、
不
足
す
る
１
億
８
１

４
２
万
７
０
０
０
円
に
つ
い
て
は
財

政
調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
予
算

編
成
い
た
し
ま
し
た
。

政
策
予
算
な
ど
を
盛
り
込
む

事　業

1,271万円

1,050万円

1,100万円

393.2万円

3,211万円

公共施設耐震診断の実施（公共施設を順次耐震化－風連庁舎、スポーツセン

ターの耐震診断実施）

公園長寿命化修繕計画策定事業費（公園遊具等改修計画策定）

火災警報器設置工事（公営住宅火災警報器設置）

特別支援学級支援員配置（西小、東小学校に新たに支援員を配置）

風連中学校施設整備教育費（備品整備、公宅取得、運搬経費）

　金　額（事業内容）
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